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:]召和56年度
JARL香 川クラブ通常総会 案内

本 年 度 の 通 常 総 会 を 下 記 の と ぉ り開 催 い た し ま す の で 、 定 款

第 19条 に 基 つ き御 案 内 申 し 上 げ ■ す 。

会 員 多 数 の 御 出 席 を お 願 い い た し て す 。

言己

昭 和 57年 ろ力 7日 (日 )午 前 9時 60分 よ り

高松 市松 島釘  高松 |百 雨民 文化 セ ンクー  ろ階 音楽室

議事次第

開  会

会 長 と
',い ざつ

議 長選 出

略和 56年 度事 業報告

昭和 56年 度会計 報告

役 員改選

香川県支部長 ″)い さつ

新 1目 彼 員あい さつ

昭和 57年 度事業計 画 (予算 を含む )

そ の 他

:コ 言      Zヽ
1'す

‐
」       二ヽヽ

日
　
場 所

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

ヒお願 い」

① 総会の出欠席について1司 封のハガ千で、る月ろ日ででに必ず返事をか

送 り
~下

さい。なか、人片Fの 万蔵委任状ケ記入の上送付願い贅す。

② 稔会の日時 。場所か例年 と異 つてお いで、すので、おでちかいのないよ

つ御 注意 下 さいぅ

0 当 日、57年反会資 (2.0(〕 0円 )を 御持参下さいぅ

マた、 、J`ヽ RL会 費′)む取継 ぎヽ当日いたし■す。
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恒例のクラブ忘年会 盛大に開催さる

ク ラブ特有″ジ春 れの忘二会に1、 今年度 も30日 午後 6時か ら瓦臓]~の 「 とん

刀ヽ つ の赤私 _itこ て 開 1曇 さ■ 、酒家 了17名 か 画妬 し、壺 人 に行 な つ れ ,じアc。

′
lム 山へ転甥 :′こな ― ごいゎ ,「 A5Kば F清 川 さん も年末 体み、て

｀
帰 つてお` り、4手

に 参加 1.⌒ たた き、 1:こ ごやか な ヽ一 テ 4ン グとな り■ した 。

幹事 が去討 今 して ごツク リ/ 1人 平均 5本は飲 んで いた ょ つです Hiぅ

(出 席者 〕

]~A5AG.CI.M曇 .UY.VP.XG.AHM.■ QD.
ヽ__

ItP.IRP.r、
「

1■ .MNY.ODL.Fん L.WSZ.

J15DJ■ .EEC.

役 員 会 開 催 さ る

本 年 度 第 ろ口 日の′1ズ 員会 ,I、 云 お 1月 1ろ 日 (土 )夜 、 南 バ イ バスの

岩 久  rこ て開催 し、今年 度 の手 天 報 告 、会計 報告 lrし 、 6カ 7日 の総 会の

内谷 irこ つい て審議 し てした ,)

伎 員 会終 J´ 後 、 J1lRL香 川県 支 昔
`主

1曇
`7ジ

マ ラノン コンテス ト″,ロ ク番宜

′りぉ手 伝 rヽ

`il″
ず した 。

2 rn‐ こ∵〔、 上 口ιa名 の 人 員 者 か 「 YLさ ん 」 で 占 )々喝 れ た よ つ で 、 ク ラ ブ

ヽヽ_

か らは 、 J A50AD.ItP.卜 1■ K.MGざ んな とが 、 うす (エ ン トリ

ー t選 んで人 員 した よ うで■
~。

第 24島 JARし |:趣鳥 ぅ|(会 は 1毎 の史 都 。水 戸 で

4241壺 J■_,Rl」 通 常 i応 会は大 る 5月 26日 、人 城示 水 戸 市 の 市民 台 路 で 開催

て、れ 1■
‐
〕こ″),|な 云ば、■,,tつ れ会員 i/ノ 意見て事に、新年度

`′

)事 業計画 .でれに

千 う I:::■ 1●11こ 年 百 さ 賃 1‐
i■人 ●

~(い
た だ き 、

~1~クrた li,lj::|の つ た 伊Ch滑 な 速 ■
`′
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JARL香 川県支部大会 案内

F「召和 56年 反 JARL香 川 県 支部 大会 が 、 る月 14日 (日 )9時 か ら 16

時 喚 ■での予定 で、績 歌町改善 セ ンター (町 伎場 とな り _国道 る 2号線 沿い )

!(て 開催 さオ1■ ‐
す。 多数 参 乃口じ千 し ょ う′

電波法改正施行で罰則など周知

郵 政 省 て 協 力 訴 え

卦政名 0■ 電反法改正に伴 い 、不法無線局 行運用 した者 に対す る罰金か引 き

上11う 1■ た ことな:局 知す る とと もに 、 不法無緑局 防止 に こ協 力を と訴え

て 、アヽる 。

京近 、特 に車 両等 ″)移 動 体に ハ イパ ワー市民 ラジオ仕設置 して、無免許 で

連 用丁 る者 が増加ず る傾向 にあ り、発射 された不法電及 に よぅて道路 治いの

家庭 (/,テ レ ビ受信 ′ア)妨 署 や 、沿岸 漁業 用の遭難亀波 、緊急用電疲 へ
`/)混 信 な

ど大 きな社会間起 とな って ハる。

て こで これ ら不法無線局対策 ″,一澳 として 56年 5月 2る 日亀波法の一部

かま ■ され 、施行 (7)oゎ 11月 2ろ 日か らにI不法無線局 ■:運 用 1_/た 者 に対す

る旨
'11壼 か 5万 1コ l以

~ド
か Jっ 20:万 円に ]|き _Li′

―,い ァし́/こ rD

■た 58年 1月 1ロ カヽ「っは不法無様局 |,・ ;」 設 した者は 、運 用 の事実 ″)た い

場 合 て ヽ処 罰 され /。 ことにた った 、́

営 を図 るた めの 、大 切 な会 議 であ り,す っ こ″)た め た くさんの正 員 の万 々が 、総

: 会 に 出席 して くだ さ る こ とが重 要 です 。

梅の都てめる常陸の国に因み「 常陸 (ひたち ,総会」と命名してした。全国″)

会員4)万 に々楽 しく、かつ思い出深い絲会になるよう委員―向着 々と準′
Li意 ケ進め

て お りま づ
‐
。                   (JARL NEWSl月 号 か ら ,
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てえＥＥ）・文を年新

四国電渡監理局長  尾 不

新 年 か め で と つ こ さ い ま す (、

1981年 の電 疲藍埋行政 を績少斐す と、外 国人に対す るアマチ ユア局 の

免許 、不法に 開設 した無線局
`,に

対す る罰則の強化及 び電波監理行政事務 の簡

素 16と 一部争所 の民間委 譲 な と電波法 ″)一音o改正 を行 い、将米 の電波監理行

政 に極 めて有意義な万円つけ ′1'じ て したぅ

更 に宇宙 開発への基礎 を画め、 1982年 度 1′て通信衛星 を、 1986年 度

に 放送衛 星 を打 ち上け る ことと した ところであrt丁 ぅ

四担にお さ貸 しては 、全国 で第 5番 目`/)FM放 送局 の予備 免許が株式会社

「 FM愛 媛 」に与 え られ 、米 る 2月 1日 には本放送 を開始 す る違 びで あ り■

す。 テ レ ビジ ヨン放迭 につ き貧 して ヽ、高松・ 岡山の民 間放送が相互に未 り

入れ をす るに必投な チ ヤンネル プ ランを策定 し、更 に 、同地域 徒対 象に テ ン

ビジ ヨン放送用 ″)亀波 1つが割当 て られ る こととなるな ど放送杏組 の多様化

に、人 き く一歩踏 小 出 した と ころで あ り貸す。

社会経済 の発展 と電子技術の 日覚 tし い進歩 に ょ り、電反の /卜 |り 用 が飛瞳 的

に増 大 し、我が画の無線局奴は既 に 2百万 ヒ突破 し、当 四国管内 に ないて も

10万 を建え る盤況 であ り■す 。

新 |ノ ぃ年 は 、改正電波法 の実施 。具現 の年 で あ り、大変巌 しい ものがあ り

■す が 、電波 `/,利 用 を:避 じてい ささかで も四国〃ソ皆 ざん のお夜 に立 ちたい と

念 猥 してお り■すので、年鎮 に当た リー層 の仰協 力 をか戚 いす る次第 です 。

この又は「 四由卦政局秘書諫」先行の
「

四自郵収だより」

1月 号か ら転載 した i、 のです 、

'|                     -4 -―

一
一

三一同

(江 ,

~■

｀
_ヽ

ヽ

ヽ _



Jム |“ e  緩嬌  華

Jム 50M  村鶴 曹孤

Jム ●ItP 合圏鋼鍵難
Jム 5軍 彗苫 竹伸 警撃

藤換諄申新瞥 2-15
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社覇法人 賞本アでチュァ無艤饉輩

番 川 ,ノ ン プ 報


